
図A

データ 集計
 司法試験合格者 11992
 司法試験合格以外の者 13934
 合計 25926

図Ｂ

データ 集計
 ①裁判官任官 312
 ②検事任用 233
 ③弁護士登録 6360
 ④不明 3937
 ⑤その他 1150
 合計 11992

図Ｃ

データ 集計
 ①弁護士事務所 6043
 ②国家公務員 9
 ③地方公務員 8
 ④営利企業勤務 232
 ⑤弁護士で起業 58
 ⑥弁護士以外の士業事務所 2
 ⑦不明 35
 ⑧その他 9
 ※ 非営利企業勤務 [3] 
合計 6396

 司法試験合格者, 

11992  司法試験合格以外の

者, 13934 

司法試験合否別修了者(全大学院合計) 

25926名中 

 司法試験合格者  司法試験合格以外の者 

※ 司法試験合格者の内
訳については図Ｂを、司
法試験合格以外の者の
内訳については図Ｅを参
照。 

 ①裁判官任官, 312  ②検事任

用, 233 

 ③弁護士登録, 6360 
 ④不明, 3937 

 ⑤その他, 
1150 

司法試験合格者の進路(全大学院合計) 

11992名中 

 ①裁判官任官  ②検事任用  ③弁護士登録  ④不明  ⑤その他 

※ ③弁護士登録者
の内訳については図
Ｃを、⑤その他の内
訳については図Ｄを
参照。 

図Ａ 

図Ｂ 

 ①弁護士事務所, 6043 

 ②国家公務員, 9 

 ③地方公務員, 8 

 ④営利企業勤務, 
232 

 ⑤弁護士で

起業, 58 

 ⑥弁護士以外の

士業事務所, 2 

 ⑦不明, 35 

 ⑧その他, 9 
その他, 336 

司法試験合格者の進路のうち「③弁護士登録」した者の内訳(全大学

院合計) 

6396名中 

 ①弁護士事務所  ②国家公務員  ③地方公務員  ④営利企業勤務  ⑤弁護士で起業  ⑥弁護士以外の士業事務所  ⑦不明  ⑧その他 

※ ⑧その

他のうち、

非営利企業

勤務3名 

※ 回答のあった法科大学院のうち4法科大学院の回答
で、図Ｂ「司法試験の進路」に示した質問における「③弁護
士登録」人数の回答と、本図に示した質問「『③弁護士登
録』した者の内訳」への回答人数の合計が一致していな
い。ここではそのまま集計しているので、【図Ｂ】と【図Ｃ】で
は、合計人数は一致していない。 

図Ｃ 



図Ｄ

データ 集計
 ①国家公務員 35
 ②地方公務員 21
 ③営利企業勤務 39
 ④研究職・大学院進学 69
 ⑤不明 431
 ⑥その他 661
 ※ 非営利企業勤務 [7]
 ※ 司法修習中 [641]
 合計 1256

図Ｅ

データ 集計
 ①国家公務員 284
 ②地方公務員 408
 ③営利企業勤務 941
 ④非営利企業勤務 72
 ⑤不明 9893
 ⑥その他 2332
 ※ 司法試験勉強中 [2195]
 合計 13930

 ①国家公務員, 35  ②地方公務員, 21 

 ③営利企業勤務, 39 

 ④研究職・大学院進学, 69 

 ⑤不明, 431 
 ⑥その他, 661 

司法試験合格者の進路のうち「⑤その他」の内訳(全大学院合計) 

1256名中 

 ①国家公務員  ②地方公務員  ③営利企業勤務  ④研究職・大学院進学  ⑤不明  ⑥その他 

図Ｄ 

※ ⑥その他のうち、非

営利企業勤務7名、司

法修習中の者641名(司

法修習中の者について

は、大学院側の推測数

も含む) 

※ 回答のあった法科大学院のうち19法科大学院
の回答で、図Ｂに示した質問における「⑤その他」
人数の回答と、本図に示した質問「司法試験合格
者のうち『⑤その他』の内訳」への回答人数の合
計が一致していない。ここではそのまま集計してい
るので、【図Ｂ】と【図Ｄ】では、合計人数は一致し
ていない。 

 ①国家公務員, 284  ②地方公務員, 408 

 ③営利企業勤務, 941 

 ④非営利企業勤務, 72 

 ⑤不明, 9893 

 ⑥その他, 2332 

司法試験合格者以外の者の進路(全大学院合計) 

13930名中 
 

 ①国家公務員  ②地方公務員  ③営利企業勤務  ④非営利企業勤務  ⑤不明  ⑥その他 

図Ｅ 

※ ⑥その他のうち、

司法試験勉強中の

者2195名(司法試験

勉強中の者について

は、大学院側の推測

数も含む) 

※ 回答のあった法科大学院のうち2法科大
学院の回答で、図Ａ「司法試験合否別修了
者」に示した「司法試験合格者以外の者」
(「合否別修了者」の回答人数から「司法試験
合格者」の人数を引いたもの)と、本図に示し
た質問「司法試験合格者以外の者の進路」
への回答人数の合計が一致していない。ここ
ではそのまま集計しているので、【図Ａ】と【図
Ｅ】では、合計人数が一致していない。 


